
③自動ダンパは両側のフランジを利用して、しっかりと固定してください。

②自動ダンパにはエアの流れる方向の指定はありません。

　　（駆動部を水平より下向きの場合、接気部３５０℃）

● 耐熱温度　駆動部：周囲温度－５℃～＋４０℃
　　　　　　　　　接気部：気体温度２５０℃

※ 使用通過風速は１５ｍ／ｓ以下を推奨します。

※ 全閉状態でも完全にエアは遮断できません。

２．取り付け

①自動ダンパには取り付け方向の制限はありません。全方向に取り付け可能です。
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１．仕様、及び構造

● 定格電圧　ＤＣ２４Ａ

● 消費電流　１Ａ以下
● 出力軸トルク　０．５９Ｎ・ｍ

　　　　 固定金具 ＡＤＫシリーズを用いて、しっかりと固定してください。

　　　 開閉角度の調整はおこなわないでください。
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● 回転時間　０．７秒／９０°
　　（出荷時の角度は全開、全閉に調節しています。）

自動ダンパ　７ＡＤシリーズ （補強ストッパ付）

取扱説明書　

　　※自動ダンパ７ＡＤシリーズは、ダンパの

　　　※フランジ無しもしくは片フランジ付きの自動ダンパの場合、別途オプションの自動ダンパ７ＡＤシリーズ用

この取扱説明書は、必ず最終ユーザ様までお届けください。 保存用

注意：自動ダンパ７ＡＤシリーズは、お客様でのダンパの開閉角度の

　　　  調整、及びモータ駆動部の取付位置の変更はできません。



●

●

●

※ ダンパの開閉稼働中にＤＣ電源の供給を切り替え、及び停止しないでく
ださい（必ず３秒間は開閉信号を供給し続けてください）。

橙線は自動ダンパの開閉状態を極性を
有するＬＥＤで表示する場合にご使用
ください。
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①下記、接続図に従って、自動ダンパの回路を組んでください。

３．配線

　 ダンパ主管部の変形防止、ダンパ全閉時の隙間軽減を実現しましたが、

※自動ダンパ７ＡＤシリーズは、ダンパ内部に補強ストッパの搭載により、

４．使用上の注意

自動ダンパが閉状態から、ＤＣ２４Ｖを赤線
（＋）、白線（－）に供給すると、自動ダンパ
は開になり、リミットスイッチが黒線側に切
り替わります。

①自動ダンパはダンパの開閉状態を目盛板にて確認できます。
　　Ｏ → 全開　　Ｓ → 全閉

　　　（塗布方法についてはお問い合わせください。）

②ダンパの開閉が経年変化により重くなってきた場合は、摩擦部へ
　　シリコングリスを塗布してください。

《注意》

自動ダンパが開状態から、ＤＣ２４Ｖを白線
（＋）、黒線（－）に供給すると、自動ダンパ
は閉になり、リミットスイッチが赤線側に切
り替わります。

ダンパの保護として、必ず駆動回路にはヒューズ（AC125V
／250V　1A）を組み込んでください。ヒューズを組み込まな
い、または1Aを超えるヒューズを組み込んだ場合、ダンパ
の保護ができず、モータ部が損傷する可能性があります。

《接続図》

 　　　　ご購入後、ダンパの開閉角度の調整、及びモータ駆動部の取り付け位置の変更が必要な場合は、
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④自動ダンパは周囲温度－５℃～＋４０℃の雰囲気に設置してください。また、屋外で風雨にさらされる場所、
　　腐食雰囲気、爆発性雰囲気、可燃性雰囲気等には設置できません。

⑤自動ダンパに供給する流体は０℃～２５０℃までの気体としてください（液体、蒸気等は供給しないでくださ
　　い）。なお、駆動部が水平より下側の場合のみ、３５０℃までの気体を供給できます。

 注意：自動ダンパ７ＡＤシリーズは、お客様でのダンパの開閉角度の調整、及びモータ駆動部の取付位置の

　　　　 変更はできません。（カタログに記載しています様に、ダンパの開閉角度の調整、及びモータ駆動部の
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製　造
販売元

　 ダンパ主管部やモータ駆動部への過度な負荷は絶対にかけないでください。

　　　　　取り付け位置の変更は、ご注文時の指示が必要になります）

　　　　 必ず弊社へお問い合わせください（別途費用を申し受けてのご対応となります）。
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